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平成22年（2010）

「

大正末期？（1920年代～）

両時代の時間経過は、

約0免
第3回・「田町公園」

都留市役所開庁日のご案内

月曜日～金曜日　8：30－17：30（税目は閉庁）

水曜日は市民生活課・税務課のみ19：00まで開庁
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ま
ち
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
人
も
ま
た
、

変
わ
り
ま
す
。
過
ぎ
去
り
し
日
の
写
真
と
、

現
夜
の
写
真
を
並
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

何
か
が
、
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
は
、
田
町
公
園
の
写
真
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
上
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真

を
見
る
と
、
左
側
に
富
士
馬
車
鉄
道
が

走
っ
て
い
る
の
が
見
え
ま
す
。
富
士
馬
車

鉄
道
は
、
当
時
大
月
～
小
沼
（
西
桂
町
）
を

結
ぶ
唯
一
の
公
共
交
通
機
関
で
し
た
。
明

治
3
6
年
（
1
9
0
3
）
年
に
開
業
し
、
「
テ

ト
馬
車
」
と
し
て
多
く
の
方
に
愛
さ
れ
ま

した。ま
た
、
写
真
に
写
る
人
物
を
見
る
と
、

中
央
の
女
性
が
柄
入
り
の
着
物
を
着
て
髪

を
結
っ
て
い
ま
す
。
遠
く
て
よ
く
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
島
田
髭
で
し
ょ
う
か
。
手

前
に
は
子
ど
も
が
お
り
、
両
隣
に
男
性

と
、
女
性
ら
し
き
人
が
立
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
後
ろ
の
木
に
は
葉
が
な
い
こ
と

か
ら
、
時
期
的
に
考
え
る
と
、
1
1
月
の

七
五
三
の
お
参
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

構
図
的
に
は
、
現
在
の
写
真
と
鳥
居
の

位
置
が
違
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
昔
の

鳥
居
は
、
昭
和
2
4
年
（
1
9
4
9
）
の
谷
村

の
大
火
に
よ
っ
て
焼
失
し
、
再
建
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
の
鳥
居
は
、
昔
よ
り
高
い
位

置
に
あ
る
こ
と
が
、
後
の
木
の
位
置
か
ら

分
か
り
ま
す
。

変
わ
ら
な
い
よ
う
で
い
て
、
こ
ん
な
に

も
違
う
私
た
ち
の
身
近
を
風
景
。
時
間
の

流
れ
を
感
じ
ま
せ
ん
か
。


